
特集　秋の健診の申し込みが始まります！

旭町団地２期分　完成は10月

まちの話題 夏を彩る人気イベント　第４回つべつ七夕まつり開催

今月の表紙　つべつ七夕まつり　～山鳴太鼓保存会の勇壮な演奏～

温故知新

頑固と創意の菓子づくり

幸町　中村 純一 さん



秋
の
健
診
の
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す
！

※
今
年
度
61
歳
（
Ｓ
28
年
４
月
１
日
〜
Ｓ
29
年
３
月
31
日
生
）
に
な
る
方
へ

・
国
保
の
方
は
、
全
て
の
検
診
を
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
！

・
社
会
保
険
の
方
は
、
が
ん
検
診
を
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
！

※
社
保
の
被
扶
養
者
の
方
も
特
定
健
診
を
受
け
ら
れ
ま
す
！

ク
ー
ポ
ン
を
使
っ
て
お
得
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

ク
ー
ポ
ン
券
を
使
い
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

問い合わせ・申し込み先　保健福祉課　健康推進担当　　　10番窓口　†76－2151（内線231、332）

津
別
町
で
は
、
今
年
度
も
国
の
基
準
に
基
づ
き
、
３
つ
の
ク
ー
ポ
ン
券
（
大
腸
が
ん
、
子
宮

が
ん
、
乳
が
ん
）
と
津
別
町
独
自
で
61
歳
の
方
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

７
月
末
現
在
の
ク
ー
ポ
ン
券
の
利
用
率
は
４
種
類
す
べ
て
で
10
％
未
満
と
大
変
低
い
状
況
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

★
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
使
用
期
限
は
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

★
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
い
て
い
な
い
方
や
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
役
場
ま
で
ご
連
絡
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ク
ー
ポ
ン
の
種
類

大
腸
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診

検

診

場

所

対

象

者

40
・
45
・
50
・
55
・
60
歳
の
男
女

（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
）

10
月
と
２
月
の
集
団
検

診
、
網
走
厚
生
病
院
の

ド
ッ
ク

61
歳
が
ん
検
診

無
料
助
成
券

※
全
て
の
が
ん
検

診
項
目
が
無
料
に

な
り
ま
す

10
月
の
集
団
検
診
、
北
見

日
赤
、
愛
成
病
院
、
や
ま

か
わ
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ク
リ
ニ

ッ
ク
、
北
見
レ
デ
ィ
ー
ス

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
網
走
厚
生

病
院
の
ド
ッ
ク

10
月
の
集
団
検
診
、
北
見

日
赤
、
小
林
病
院
、
北
見

中
央
病
院
、
網
走
厚
生
病

院
の
ド
ッ
ク

10
月
と
２
月
の
集
団
検

診
、
網
走
厚
生
病
院
の
ド

ッ
ク

q
20
歳
の
女
性

（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
）

w
過
去
５
年
間
で
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象

者
だ
っ
た
が
未
使
用
だ
っ
た
方
（
S
48
・

４
・
２
〜
H
４
・
４
・
１
生
れ
の
方
）

q
40
歳
の
女
性

（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
）

w
過
去
５
年
間
で
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象

者
だ
っ
た
が
未
使
用
だ
っ
た
方
（
S
28
・

４
・
２
〜
S
47
・
４
・
１
生
れ
の
方
）

今
年
度
61
歳
に
な
ら
れ
る
方

（
S
28
・
４
・
１
〜
S
29
・
３
・
31
生
れ

の
方
）

こ
こ
数
年
の
ク
ー
ポ
ン
券
の
年
間
利
用
率
は
20
〜
40
％
と
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
例
年
に

比
べ
て
利
用
率
は
よ
り
低
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

過
去
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
さ
れ
た
方
の
う
ち
、
数
名
の
方
か
ら
が
ん
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
ク
ー
ポ
ン
券
を
ま
だ
使
用
さ
れ
て
い
な
い
方
や
、
普
段
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い

方
は
、
ぜ
ひ
、
検
診
を
お
受
け
下
さ
い
。
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図表　がん検診クーポン利用率

９
月
１
日
（
月
）
か
ら
申
し
込
み
開
始
！

９
月
16
日
（
火
）
ま
で

<

健
診
日
時>

10
月
19
日
（
日
）
・
20
日
（
月
）

※
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
は
10
月
19
日
の
み

朝
６
時
・
６
時
30
分
・
７
時
・
７
時
30
分
・

８
時
・
８
時
30
分
・
９
時
・
９
時
30
分

<

場
所>

町
民
会
館

<

申
し
込
み
・
ご
相
談>

電
話
、
も
し
く
は
役
場
10
番
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
３
１
・
３
３
２
）

受
付
時
間

秋
の
健
診
は
婦
人
科
検
診
も
受
け
ら
れ
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

各
健
診
に
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
お
申
し
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ク
ー
ポ
ン
券
の
対
象
者
と
検
診
場
所



旭
町
団
地
は
、
平
成
24
年
度
完
成
し
て

い
る
ま
ち
な
か
団
地
東
側
、
旧
旭
町
団
地

跡
に
平
成
25
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
、
今

年
度
町
営
住
宅
１
棟
６
戸
、
特
定
公
共
賃

貸
住
宅
（
特
公
賃
住
宅
）
１
棟
４
戸
の
２

棟
10
戸
を
建
設
し
ま
す
。

間
取
り
の
内
訳
は
、
町
営
住
宅
が
単
身

者
向
け
の
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
が
２
戸
（
専
用
床
面

積
約
52
g
）、
世
帯
向
け
の
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
が
２

戸
（
同
約
63
g
）、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
が
２
戸
（
同

約
73
g
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
公
賃
住

宅
は
単
身
者
向
け
の
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
が
２
戸

（
同
約
52
g
）、
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
が
１
戸
（
同
約

65
g
）、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
が
１
戸
（
同
約
77
g
）

と
な
っ
て
い
ま
す

設
備
は
、
１
期
分
と
同
じ
で
、
ユ
ニ
ッ

ト
バ
ス
、
洗
面
化
粧
台
、
キ
ッ
チ
ン
は
Ｉ

Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
が
備
え
付
け
で

す
。
給
湯
は
町
営
住
宅
が
石
油
給
湯
機
で
、

特
公
賃
住
宅
が
電
気
温
水
器
に
な
っ
て
い

ま
す
。

暖
房
は
Ｆ
Ｆ
式
石
油
ス
ト
ー
ブ
対
応
で
、

町
営
住
宅
は
入
居
者
負
担
、
特
公
賃
住
宅

は
備
え
付
け
で
す
。
テ
レ
ビ
共
聴
設
備

（
地
上
波
・
Ｂ
Ｓ
対
応
）
な
の
で
、
個
人
の

ア
ン
テ
ナ
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

旭
町
団
地
は
、
建
替
事
業
の
た
め
、
取

り
壊
し
予
定
の
旭
町
町
有
住
宅
、
高
栄
団

地
の
下
段
か
ら
移
転
す
る
人
が
優
先
さ
れ
、

空
き
が
あ
る
場
合
に
一
般
公
募
に
な
り
ま

す
。
一
般
公
募
の
応
募
条
件
は
、
こ
れ
ま

で
と
同
じ
で
す
。
入
居
資
格
は
、
次
の
要

件
の
す
べ
て
を
備
え
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
。

q
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
等
が
あ
る
方
（
単
身
者
向
け
住
宅
を

除
く
）

w
入
居
者
及
び
同
居
者
の
合
算
所
得
が
、
認

定
収
入
額
の
基
準
内
で
あ
り
、
住
宅
に
困

窮
し
て
い
る
方
（
世
帯
人
数
別
の
年
間
所
　

得
額
一
覧
表
を
参
照
）

e
入
居
者
及
び
同
居
者
、
又
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
等
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

r
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
単
身
者
向
け
住
宅

に
つ
い
て
は
、
50
歳
未
満
の
方

町
営
住
宅
の
月
額
家
賃
は
、
入
居
者
の

収
入
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で

お
知
ら
せ
す
る
家
賃
は
、
あ
く
ま
で
も
目

安
で
す
。
金
額
は
表
の
と
お
り
で
す
が
、

入
居
者
の
世
帯
収
入
に
よ
り
家
賃
が
変
わ

り
ま
す
。
特
公
賃
住
宅
の
月
額
家
賃
は
、

条
例
で
定
め
ま
す
が
、
１
期
分
と
同
額
に

な
る
予
定
で
す
（
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
３
万
円
、
２

Ｌ
Ｄ
Ｋ
４
万
円
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
４
万
７
千
円
）。

そ
の
ほ
か
、
共
益
費
と
し
て
月
額
６
０

０
円
、
駐
車
場
使
用
料
と
し
て
１
台
当
た

り
月
額
３
０
０
円
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、

入
居
時
に
は
敷
金
と
し
て
、
３
ヶ
月
分
の

家
賃
に
相
当
す
る
金
額
の
納
入
も
必
要
に

な
り
ま
す
。

完
成
は
10
月
中
旬
で
す
が
、
公
募
は
完

成
に
先
立
ち
10
月
上
旬
に
開
始
し
ま
す
。

募
集
に
つ
い
て
は
、
10
月
号
折
込
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

建
設
課

住
宅
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
５
２
）

建
設
場
所
と
戸
数

住
宅
設
備

入
居
対
象
者

家
賃
、
入
居
費
用

公
募
は
10
月
上
旬

※家賃の額は入居者の所得により変わります。

住戸タイプ　 家　賃　額

１ＬＤＫ　　18,700円～27,900円

２ＬＤＫ　　22,500円～33,500円

３ＬＤＫ　　25,700円～38,200円

旭町団地　町営住宅の家賃（目安）

▲建設中の旭町団地・町営住宅 ▲建設中の旭町団地・特定公共賃貸住宅

津
別
町
で
は
住
生
活
基
本
計
画
に
基
づ
き
『
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
』
を
目
標
と
し
、

旭
町
団
地
を
ま
ち
な
か
居
住
重
点
ゾ
ー
ン
と
位
置
づ
け
を
し
て
住
宅
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
３
月
に
完
成
し
た
旭
町
団
地
１
期
分
に
引
き
続
き
建
設
中
の
旭
町
団
地
２
期
分
（
町
営

住
宅
・
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
）
が
10
月
に
完
成
し
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
新
た
に
完
成
す
る
旭
町
団
地
２
棟
10
戸
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
住
宅
の
募
集
は
10
月
に
実
施
し
ま
す
。

５人世帯

（同居者４）

3，416，000円

4，088，000円

2，996，000円

3，416，000円

7，364，000円

4人世帯

（同居者3）

3，036，000円

3，708，000円

2，616，000円

3，036，000円

6，984，000円

3人世帯

（同居者2）

2，656，000円

3，328，000円

2，236，000円

2，656，000円

6，604，000円

2人世帯

（同居者1）

2，276，000円

2，948，000円

1，856，000円

2，276，000円

6，224，000円

1人世帯

（単身者）

1，896，000円

2，568，000円

1，896，000円

3，108，000円

通 常 の 入 居 者

入 居 の 特 例

所得下限（50歳未満）

所得下限（45歳以下）

所得下限（46歳以上）

所 得 上 限

収　入　区　分住 宅 区 分

町 営 住 宅

（所得上限）

特　定　公　共

賃　貸　住　宅

※上記所得金額を超える場合でも、控除要件等により入居が可能な場合がありますので、詳細につきましてはお問い合わせ
ください。
※入居の特例は、障がい者の方などが入居される場合に適用されます。
※特定公共賃貸住宅の単身向け住宅（50歳未満）は、所得が基準に満たない場合であっても今後所得の上昇が見込まれる方　
は入居可能です。

世帯人数別の年間所得額一覧表（参考）



日　　程 10月19日（日）小雨決行

受付時間 午前８時15分～８時45分

開 会 式 午前９時

会　　場 豊永ふれあい公園

パークゴルフ場

対 象 者 津別町民の方（学生は除く）

申込締切　10月５日（日）まで

申込方法 次の場所に申込用紙を用意します。必要事項

を記入の上、投入箱に投函してください。

qふれあい公園パークゴルフ場管理棟

w津別消防署

競技内容　ふれあい公園パークゴルフ場管理棟、津別消

防署に競技内容等の詳細を掲示します。

問い合わせ先

津別消防署　† 76－2189

７月27日、町民会館で高齢者や障が

い者の社会参加と地域住民とのふれあ

いを目的とした「第23回つべつふれあ

い広場」(津別町社会福祉協議会主催)と

津別更生保護女性会による「第41回友

愛セール」が開催されました。

会場前には焼き鳥や焼きそばなどの

屋台が並び、館内では歌や踊りの愛好

サークルによるふれあいステージや小物づくり体験コーナーなど多彩な催しが用意されました。

当日はあいにくの雨模様でしたが、今年も多くの町民でにぎわいました。

第
42
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技

選
手
権
大
会
に
出
場
し
た
、
津
別
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
選
手
た
ち
が
、
８
月
19
日
、

結
果
報
告
の
た
め
町
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

７
月
31
日
か
ら
８
月
３
日
ま
で
札
幌
市
で
開
催

さ
れ
た
同
大
会
に
は
、
津
別
か
ら
道
予
選
を
突
破

し
た
６
選
手
が
出
場
。
全
国
の
レ
ベ
ル
は
高
く
、

残
念
な
が
ら
入
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自

己
ベ
ス
ト
ス
コ
ア
を
出
す
選
手
も
い
る
な
ど
、
次

回
へ
の
期
待
が
膨
ら
む
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
写
真
前
列
右
か
ら
）
笹
本
梨
真
さ
ん
（
津
中
２

年
）
、
乃
村
朋

紀
花
さ
ん
（
津

小
５
年
）
、
兼

平
航
志
く
ん

（
津
小
５
年
）
、

加
藤
瑠
菜
さ
ん

（
津
小
５
年
）。

※
石
井
柊
く
ん

（
津
中
３
年
）
、

石
井
葵
良
さ
ん

（
津
中
２
年
）

は
都
合
に
よ
り

欠
席
。

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
選
手
権
大
会

出
場
選
手
が
大
会
の
結
果
報
告

８
月
２
日
、
第
４
回
つ
べ
つ
七
夕
ま
つ
り
（
主
催

つ
べ
つ
七
夕
ま
つ
り
実
行
委
員
会
）
が
、
さ
ん
さ
ん

館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

多
目
的
広
場
前
に
設
け
ら
れ
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
開

会
セ
レ
モ
ニ
ー
に
続
い
て
山
鳴
太
鼓
保
存
会
に
よ
る

勇
壮
な
和
太
鼓
演
奏
、
ス
マ
イ
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の

楽
し
い
バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
夕
方
か
ら
は
バ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
や
道

内
在
住
の
も
の
ま
ね
タ
レ
ン
ト
る
み
る
み
さ
ん
の
シ

ョ
ー
が
行
わ
れ
、
多
く
の
観
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
の
構
成
団
体
に
よ
る
手
作
り
屋
台
・

縁
日
コ
ー
ナ
ー
は
、
飲
み
物
・
食
べ
物
を
求
め
る

人
々
で
に
ぎ
わ
い
、
来
場
者
は
夏
の
ひ
と
と
き
を
満

喫
し
ま
し
た
。

夏
を
彩
る
人
気
イ
ベ
ン
ト

第
４
回
つ
べ
つ
七
夕
ま
つ
り
開
催

８
月
15
日
、
津
別
町
１
３
０
年
記
念
・
つ
べ
つ
納

涼
盆
お
ど
り
大
会
（
主
催
・
津
別
観
光
協
会
、
つ
べ

つ
納
涼
盆
お
ど
り
大
会
実
行
委
員
会
）
が
津
別
神
社

境
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
子
供
盆
お
ど
り
と
ア
メ
リ
カ
ン
盆

ダ
ン
ス
に
続
い
て
恒
例
の
カ
キ
氷
早
食
い
大
会
が
行

わ
れ
、
小
学
校
低
学
年
か
ら
大
人
の
部
ま
で
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
大
人
の
部
に

は
、
合
宿
で
滞
在
中
の
筑
波
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
の
選

手
た
ち
も
参
加
し
、
観
衆
か
ら
盛
ん
な
声
援
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
に
続
い
て
行
わ
れ
た
第
二
部
で

は
、
大
人
盆
お
ど
り
、
仮
装
盆
お
ど
り
コ
ン
テ
ス
ト

が
行
わ
れ
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
衣
装
を

身
に
つ
け
た
踊
り
手
た
ち
が
、
会
場
の
雰
囲
気
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

今年も盛況でした

ふれあい広場＆友愛セール

夏
の
宵
を
に
ぎ
や
か
に

つ
べ
つ
納
涼
盆
お
ど
り
大
会
開
催

カキ氷早食い大会

仮装した参加者

町民防火パークゴルフ大会
参 加 者 募 集 ！

日　時 ９月20日（土） 午前10時～午後４時

会　場 津別町多目的活動センター（さんさん館）

福祉用具機器を見たり触ったりして、福祉用具

の効果的な活用と正しい使い方を体感してみませ

んか。

介護教室（q10:30～11:30、w13:30～14:30）も

開催します。

問い合わせ先

保健福祉課介護福祉グループ介護保険担当

†76－2151（内線230）

介護の安心福祉用具フェア開催

≪患者の皆さまへ≫
９月16日（火）から、病院内を土足のまま

ご利用いただけます（歯科を除く）。

ご不明な点は受付までお申し出ください。

津別病院　事務部

津 別 病 院 か ら の お 知 ら せ



町では各年の７月１日現在で｢農作物作付動向調査｣を実施しております。

今年の調査結果がまとまりましたので、概要についてお知らせします。

◎農家戸数と農業従事者人口（過去５年間の推移）単位：戸・人

◎畑作物の作付け動向（過去５年間の推移）単位：ha・％

※平成24年より町外企業が町内企業に変更になり、肉用牛が増加しております。

問い合わせ先 住民企画課　住民企画グループ　　†76－2151（内線215）

(１)

乳
用
牛

(２)

肉
用
牛

◎家畜（過去５年間の推移）単位：頭

今
年
も
、
町
民
手
づ
く
り
の
露
店
が
た
く
さ
ん
並
び
ま
す
。

お
面
、
ワ
ン
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
な
ど
の
楽
し
い
縁
日
も
出
店
し

ま
す
。

９
日
（
火
）
は
午
後
４
時
〜
午
後
９
時

10
日
（
水
）
は
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

家
族
お
揃
い
で
、
２
日
間
の
手
作
り
の
お
ま
つ
り
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

※ふるさとまつりのため９月９日午前９時から
11日の正午まで、左記の区間が交通規制されま
す。一般車両はこの期間中通行できませんので、
ご協力をよろしくお願いいたします。

問い合わせ先 ふるさとまつり実行委員会

†76－2151（内線216）

↓

昨
年
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
様
子↑

９月９日（火）
10日（水）

五差路から神社前の通り

楽しい手作り露店がいっぱい！

８/１(金)
～９/９(火)

募集種目

自衛官

候補生

８/１(金)
～９/９(火)

一般曹候補生

応募資格 受付期間

航空学生（海・空）
高卒(見込含)
21歳未満

試験期日(１次)

防衛医科大学校
学生

防衛大学校学生

高等工科学校

生徒

９/23 (火)

10/18 (土)

８/１(金)
～９/９(火)

男子

女子

年間を通じて
行っています

18歳以上
27歳未満

９/５(金)
～９/30(火)

９/５(金)
～９/30(火)

中卒(見込含)
17歳未満

北見地域事務所に
お問い合わせください

11/１(土) ･２(日)

９/19 (金)
９/20（土）

問い合わせ先　自衛隊北見地域事務所　†0157－23－6826
募集コールセンター（受付時間　12時～20時）
フリーダイヤル　†0120－063792
ナビダイヤル　　†0570－045818（携帯電話）

高卒(見込含)
21歳未満

９/25 (木)
９/26（金）

防衛医科大学校
（看護学科）

前期：9/5～30
後期：1/21

～1/30

前期：11/8 (土)
・9（日）

後期：2/28（土）

９/27 (土)
９/28（日）

９月21日（日）～９月30日（火）

運動の重点

秋の全国交通安全運動

q子どもと高齢者の交通事故防止

w夕暮れ時と夜間の歩行中・自転

車乗用中の交通事故防止

e全ての座席のシートベルトとチ

ャイルドシートの正しい着用の

徹底

r飲酒運転の根絶



菓
匠
『
羽
前
屋
』
の
二
代
目
店
主

と
し
て
、
50
年
以
上
に
わ
た
り
菓
子

づ
く
り
に
励
ん
で
き
た
中
村
純
一
さ

ん
。
今
は
ご
子
息
の
康
彦
さ
ん
が
店

を
継
い
で
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
元

気
に
作
業
場
に
立
ち
、
三
代
目
の
奮

闘
を
支
え
て
い
ま
す
。

「
お
菓
子
づ
く
り
は
意
外
に
体
力
が

要
る
も
の
。
腕
力
で
は
か
な
い
ま
せ

ん
が
、
求
肥
（
ぎ
ゅ
う
ひ
）
の
練
り

作
業
な
ど
、
力
だ
け
で
な
く
経
験
と

要
領
が
求
め
ら
れ
る
仕
事
は
手
伝
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話

し
ま
す
。

津
別
町
生
ま
れ
の
中
村
さ
ん
は
、

津
別
小
、
津
別
中
か
ら
北
見
北
斗
高

等
学
校
に
進
学
。
卒
業
後
は
大
学
進

学
も
考
え
ま
し
た
が
、
紆
余
曲
折
を

経
て
、
父
が
創
業
し
、
町
民
に
親
し

ま
れ
て
い
た
家
業
の
菓
子
店
を
継
ぐ

決
心
を
し
ま
し
た
。

現
在
、
店
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
並

ん
で
い
る
焼
き
菓
子
や
和
生
菓
子
、

最
中
な
ど
、
20
数
種
類
の
和
菓
子
の

ほ
と
ん
ど
は
、
先
代
の
卯
一
郎
さ
ん

と
純
一
さ
ん
が
考
案
し
た
も
の
。
い

ず
れ
も
常
連
客
に
は
お
な
じ
み
の
ロ

ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
ば
か
り
で
す
。

菓
子
づ
く
り
で
一
番
の
こ
だ
わ
り

は
、
良
質
の
原
料
を
惜
し
ま
ず
使
う

こ
と
。
良
い
素
材
と
職
人
の
確
か
な

腕
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
商
品
へ

の
信
頼
感
こ
そ
、
長
く
地
元
住
民
に

愛
さ
れ
て
き
た
理
由
で
し
ょ
う
。
た

だ
、
同
じ
商
品
で
も
新
し
い
製
法
を

積
極
的
に
採
り
入
れ
、
よ
り
品
質
の

向
上
を
図
る
な
ど
、
常
に
創
意
工
夫

を
忘
れ
ま
せ
ん
。

仕
事
に
打
ち
込
む
一
方
で
、
中
村

さ
ん
は
消
防
団
員
と
し
て
28
年
間
活

動
し
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
４

期
12
年
、
さ
ら
に
各
種
委
員
を
務
め

る
な
ど
、
長
く
地
域
社
会
に
貢
献
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
ご
当
人
は
「
人
に

頼
ま
れ
る
と
断
れ
な
い
性
格
だ
か

ら
」
と
照
れ
ま
す
が
、
ふ
る
さ
と
津

別
を
愛
し
、
そ
の
未
来
を
思
う
か
ら

こ
そ
の
行
動
で
し
ょ
う
。
消
防
団
の

活
動
は
、
今
も
息
子
さ
ん
が
引
き
継

い
で
い
ま
す
。

なかむら　じゅんいちさん／昭和15年２月、津別町生まれ／74歳／幸町在住

さ
ん

頑
固
と
創
意
の

菓
子
づ
く
り

中
村
　
純
一

【437】

問い合わせ先　†76－2151   税務担当（内線220・221）
収納担当（内線218）

３
つ
の
要
件

障
が
い
の
あ
る
方
が
次
の
３
つ
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
場
合

は
、
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
の

障
が
い
基
礎
年
金
や
障
が
い
厚
生
年

金
を
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

q
年
金
制
度
加
入
中
に
初
診
日
が
あ

る
こ
と

※
初
診
日
が
20
歳
前
又
は
60
歳
か

ら
65
歳
ま
で
の
年
金
未
加
入
期
間
　

中
の
方
は
障
が
い
基
礎
年
金
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

w
一
定
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
こ

と
e
保
険
料
納
付
要
件
を
満
た
し
て
い

る
こ
と

年
金
の
額
は

障
が
い
基
礎
年
金
の
年
金
額
は
、

１
級
障
が
い
が
96
万
６
０
０
０
円
、

２
級
障
が
い
が
77
万
２
８
０
０
円
で

す
。
ま
た
、
障
が
い
厚
生
年
金
の
年

金
額
は
、
厚
生
年
金
期
間
加
入
中
の

報
酬
額
と
加
入
期
間
で
算
出
さ
れ
ま

す
。※

配
偶
者
や
子
ど
も
が
い
る
と
き

は
、
こ
れ
ら
の
金
額
に
一
定
額
が

加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
は

障
が
い
年
金
を
受
け
と
る
に
は
、

本
人
ま
た
は
ご
家
族
に
よ
る
年
金
の

請
求
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
手
続
き
先
】

○
障
が
い
基
礎
年
金
…
お
住
ま
い
の

市
区
町
村
役
場
ま
た
は
年
金
事
務

所
○
障
が
い
厚
生
年
金
…
お
近
く
の
年

金
事
務
所

【
ご
注
意
下
さ
い
！
】

「
障
が
い
者
手
帳
の
障
が
い
等
級
」

と
「
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
障

が
い
等
級
」
は
、
判
断
基
準
が
異
な

る
た
め
、
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
も

障
が
い
年
金
は
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
近
く
の

年
金
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

北
見
年
金
事
務
所

†

０
１
５
７-

33-

６
０
０
７

保
健
福
祉
課
戸
籍
年
金
担
当

†

76-

２
１
５
１(

内
線
２
２
３
）

津
別
病
院
に
勤
め
て
２
年
目
の
石
川

拓
人
さ
ん
。
主
に
受
付
事
務
を
担
当
し
、

受
診
に
訪
れ
た
患
者
さ
ん
へ
の
対
応
な

ど
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

津
別
町
出
身
の
石
川
さ
ん
は
、
津
小
、

津
中
を
経
て
北
見
緑
陵
高
等
学
校
に
進

学
し
ま
し
た
。
高
校
で
は
サ
ッ
カ
ー
部

に
所
属
し
、
全
道
大
会
ま
で
あ
と
一
歩

の
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
た
そ
う
で
す
。
卒

業
後
は
北
広
島
市
の
道
都
大
学
社
会
福

祉
学
部
へ
進
み
、
福
祉
・
医
療
関
係
へ

の
就
職
を
目
指
し
て
勉
強
し
ま
し
た
。

希
望
し
て
い
た
地
元
で
の
就
職
が
実

現
し
た
石
川
さ
ん
。「
顔
な
じ
み
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
い
て
、

仕
事
は
楽
し
い
で
す
。
窓
口
で
は
患
者

さ
ん
へ
笑
顔
の
対
応
を
心
が
け
て
い
ま

す
」
と
、
仕
事
へ
の
取
り
組
み
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
の
目
標
と
し
て

は
、
社
会
福
祉
士
の
国
家
資
格
を
取
得

し
、
仕
事
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
そ

う
で
す
。

学
生
時
代
に
親
し
ん
だ
サ
ッ
カ
ー
は

今
も
続
け
て
お
り
、
休
日
な
ど
に
は
練

習
や
試
合
で
健
康
的
な
汗
を
流
し
て
い

ま
す
。

働
き
な
が
ら
社
会
福
祉
士
の
資
格
取
得
を
目
指
す

石
川
　
拓
人
　
　
さ
ん

いしかわ　たくとさん／平成３年３月生まれ／津別病

院勤務／豊永在住

障
が
い
の
あ
る
皆
さ
ま
へ

障
が
い
年
金
を
ご
存
じ
で
す
か
？

町
道
民
税
の
納
め
方
は
、
本
人
が
納
付
書

（
又
は
口
座
振
替
）
で
納
め
る
普
通
徴
収
と
、

事
業
主
が
本
人
の
給
与
か
ら
町
道
民
税
分
を
予

め
天
引
き
し
て
お
き
、
替
わ
っ
て
納
め
る
特
別

徴
収
が
あ
り
ま
す
（
年
金
所
得
者
に
は
年
金
か

ら
徴
収
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
）。

普
通
徴
収
は
、
１
年
分
の
税
額
を
４
回
に
分

け
て
納
め
ま
す
。
特
別
徴
収
は
、
１
年
分
の
税

額
を
12
回
に
分
け
て
給
与
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

特
別
徴
収
の
方
が
、
１
回
あ
た
り
の
負
担
額

が
少
な
く
、
し
か
も
納
税
者
の
手
間
は
全
く
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
普
通
徴
収
に
比
べ
と
て
も
有

利
な
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
別
徴
収
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
勤
め
先
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

《
事
業
主
の
方
へ
の
お
願
い
》

所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
の
あ
る
事
業
主

（
給
与
支
払
者
）
は
、
従
業
員
（
納
税
義
務
者
）

の
町
道
民
税
を
特
別
徴
収
す
る
こ
と
が
法
律

（
地
方
税
法
及
び
町
税
条
例
）
に
よ
り
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
を
開
始
す
る
に
は
、
給
与
報
告
書

を
町
に
提
出
（
毎
年
１
月
末
期
限
）
す
る
時
に
、

特
別
徴
収
分
と
し
て
ご
提
出
下
さ
い
。
翌
年
度

か
ら
特
別
徴
収
を
開
始
し
ま
す
。

ま
た
、
給
与
か
ら
の
天
引
額
は
、
予
め
町
で

計
算
し
て
通
知
し
ま
す
の
で
、
所
得
税
の
よ
う

に
、
毎
回
計
算
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
11
月
ま
で
な
ら
、
年
度
途
中
か
ら

で
も
特
別
徴
収
を
開
始
で
き
ま
す
。
特
別
徴
収

を
行
っ
て
い
な
い
事
業
主
の
方
に
は
、
ぜ
ひ
特

別
徴
収
の
導
入
を
ご
検
討
願
い
ま
す
。

町
道
民
税
の
特
別
徴
収

（
給
与
天
引
）
に
つ
い
て



法
務
局
で
は
、
登
記
・
供
託
・

戸
籍
・
人
権
擁
護
な
ど
に
つ
い
て
、

地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
の
相
談
に
お

応
え
す
る
『
全
国
一
斉
！
法
務
局

休
日
相
談
所
』
及
び
、
公
証
人
等

に
よ
る
『
法
務
局
な
る
ほ
ど
講
座
』

を
開
設
い
た
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

日
　
程
　
10
月
５
日
（
日
）

場
　
所

釧
路
地
方
法
務
局
北
見
支
局

（
北
見
市
高
砂
町
14
番
14
号
）

■
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所

【
事
前
予
約
優
先
】

時
　
間：

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

相
談
内
容：

土
地
・
家
屋
・
会

社
・
法
人
に
関
す
る
登
記
、
土

地
の
測
量
、
隣
地
と
の
境
界
紛

争
、
い
じ
め
、
虐
待
、
Ｄ
Ｖ
、

セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
等
の
人
権
に
関
す
る

問
題
、
認
知
症
高
齢
者
の

権
利
擁
護
を
図
る
成
年
後
見
人

制
度
、
遺
言
書
の
形
式
・
書
き

方
、
遺
産
相
続
な
ど

■
法
務
局
な
る
ほ
ど
講
座

【
事
前
予
約
制
】

q
公
証
人
に
よ
る
「
遺
言
制
度
に

つ
い
て
」

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

w
司
法
書
士
に
よ
る
「
相
続
登
記
制

度
に
つ
い
て
」

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

釧
路
地
方
法
務
局
北
見
支
局

†
０
１
５
７-

23-

６
１
６
６
　

（
音
声
案
内
e
を
押
し
て
く
だ
さ
い
）

受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日
の
平
日
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

予
約
締
切
日
　
10
月
３
日
（
金
）

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
公

証
週
間
で
す
。
公
証
制
度
を
広
く

国
民
の
間
に
普
及
さ
せ
る
た
め
、

日
本
公
証
人
連
合
会
本
部
に
お
い

て
、
同
期
間
中
、
電
話
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

日
　
時

10
月
１
日
〜
７
日

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

電
話
相
談
（
土
・
日
も
実
施
）

†
０
３-

３
５
０
２-

８
２
３
９

交
通
事
故
、
金
銭
、
土
地
建
物
、

家
庭
の
問
題
な
ど
で
お
困
り
の
方

に
、
調
停
委
員
が
調
停
手
続
き
の
利

用
に
つ
い
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
　
時
　
９
月
18
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
　
所

オ
ホ
ー
ツ
ク
・
木
の
プ
ラ
ザ

（
北
見
市
泉
町
１
丁
目
３-

18
）

問
い
合
わ
せ
先

釧
路
地
方
裁
判
所
北
見
支
部

†
０
１
５
７-

24-

８
４
３
１

敬
老
の
日
に
伴

う
公
衆
浴
場
無
料

開
放
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

実
施
日

９
月
14
日(

日)

、
16
日(

火)

午
後
３
時
〜
午
後
９
時

※
９
月
15
日(

月)

は
定
休
日

対
象
者
　
70
歳
以
上
の
町
民

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
環
境
衛
生
担
当

†
76-

２
１
５
１(

内
線
２
１
７
）

来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
さ

れ
る
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
に
対

し
て
「
学
齢
児
童
届
出
書
」
の
提

出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
の
は
、
平
成
20
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
21
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
で
す
。

届
出
用
紙
は
９
月
上
旬
頃
に
送
付

し
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
忘
れ

ず
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
届
出

用
紙
が
届
か
な

い
方
は
、
お
手

数
で
す
が
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限

９
月
19
日
（
金
）

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

†
76-

２
１
５
１(

内
線
２
７
１
）

平
成
27
年
４
月
に
新
規
採
用
す

る
職
員
を
、
次
に
よ
り
募
集
す
る

予
定
で
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

職
種一

般
行
政
職
（
事
務
職
）

採
用
予
定
人
数

若
干
名

資
格平

成
27
年
度
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
町

村
職
員
採
用
資
格
試
験
合
格
者

採
用
試
験
（
２
次
試
験
）

個
人
面
接

試
験
日
程

10
月
中
旬
を
予
定

そ
の
他

採
用
試
験
の
受
験
希
望
者
は
、

町
村
会
の
資
格
試
験
結
果
の
発
表

後
、
q
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
w
学

業
成
績
証
明
書
e
卒
業（
見
込
）
証

明
書
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
庶
務
グ
ル
ー
プ

†
76
｜
２
１
５
１(

内
線
２
０
８)

じ
ど
う
か
ん
フ
ェ
ス
タ
開
催
に

あ
た
り
、
広
く
町
民
の
皆
さ
ま
よ

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
　
時

９
月
27
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
　
所

児
童
館
つ
べ
つ
ん

内
　
容

ブ
ー
ス
（
出
店
）
の
運
営

手
伝
い

問
い
合
わ
せ
・
登
録
先

児
童
館
つ
べ
つ
ん

†
76
｜
３
３
０
３

問い合わせ先　† 76－2151 税務担当（内線220・221）

収納担当（内線218）

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

住民企画グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

公
衆
浴
場
の
無
料
開
放
の

お
知
ら
せ

津
別
町
職
員
の
新
規
採
用
を

予
定
し
て
い
ま
す

～　防　災　意　識　の　高　揚　～
◎災害に備えて安心　我が家の防災

災害は、いつ、どこで、どのよ

うに起こるかわかりません。突然

やってくる災害から身を守るため、

普段から災害に対する備えをするこ

とが大切です。そのため、

○家族がバラバラになったときに集

まる場所や連絡の方法

○市町村が指定している避難場所

○災害時に持ち出す大切なもの

などを家族全員で確認しておきましょう。

市町村長から避難の指示などがあった場合は、

まず落ち着いて行動し、市町村職員や警察官の指

示に従って避難しましょう。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

じ
ど
う
か
ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

９月は固定資産税 第３期

国民健康保険税 第４期の納付月です

口座振替をご利用の方は、引落口座の残高のご確認をお願いいたします。

納付期限は９月30日（火）です

の
は
詐
欺
で
す
。
ま
た
、
名
義
を
貸
す

こ
と
も
違
法
な
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し

ょ
う
。
あ
な
た
だ
け
は
特
別
と
思
わ
せ

儲
け
話
を
持
ち
か
け
、
勧
誘
す

る
の
が
手
口
で
す
。

お
金
を
支
払
っ
て
し
ま
う
と

取
り
戻
す
こ
と
は
き
わ
め
て
困

難
で
す
。
う
ま
い
話
に
は
耳
を

貸
さ
ず
、
き
っ
ぱ
り
断
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
困
っ
た
と
き
、

不
安
な
と
き
は
す
ぐ
に
消
費
者

協
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
消
費
生
活
の
ご
相
談
は
》

美
幌
消
費
者
協
会

†
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
72-

０
３
６
６

※
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

Ｑ

産業振興課
商工観光
グループ

†76－2151
（内線258）

名
義
貸
し
で
の
儲
け
話

法
務
局
が
休
日
相
談
所
と

講
座
を
開
設
し
ま
す

第
24
回
「
公
証
週
間
」

電
話
相
談
の
ご
案
内

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

始
ま
り
ま
す

９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
、
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
展
開
さ

れ
ま
す
。
交
通
安
全
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
ス
ト
ッ

プ
・
ザ
・
交
通
事
故
　
め
ざ
せ

安
全
で
安
心
な
北
海
道
」
の
ほ
か
、

次
の
４
つ
の
重
点
目
標
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

q
子
供
と
高
齢
者
の
事
故
防
止

w
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
と
き
の

交
通
事
故
防
止

e
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

※
昨
年
の
自
動
車
乗
用
中
の
死
者

数
95
人
の
う
ち
、
シ
ー
ト
ベ
ル
　

ト
の
非
着
用
者
は
44
人
と
い
う

数
字
が
出
て
い
ま
す
。

r
飲
酒
運
転
の
根
絶

※
自
動
車
で
飲
食
店
に
行
く
と
き

は
、
お
酒
を
飲
ま
な
い
人
を
決

め
る
「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運

動
」
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

住民企画課
住民企画
グループ

学
齢
児
童
届
出
書
の
提
出
を

お
忘
れ
な
く

法人道民税・法人事業税・
地方法人特別税の申告は
インターネットで！

■北海道では、地方税ポータルシステム

（エルタックス）を利用し、インターネッ

トによる法人道民税・法人事業税・地方

法人特別税の申告を受け付けています。

■利用できるのは、北海道に申告を行う

納税者（税理士等代理人を含む）で、利

用届出の手続きをされている方です。

■利用開始の方法など、詳細については

エルタックスホームページをご覧下さい。

＜エルタックスホームページ＞

http://www.eltax.jp/

問い合わせ先

オホーツク総合振興局税務課課税係　

†0152-41-0613

証
券
会
社
の
社
員
を
名
乗
る

男
か
ら
「
確
実
に
儲
か
る
の
で

名
義
を
貸
し
て
ほ
し
い
」
と
言

わ
れ
、
お
金
が
も
ら
え
る

な
ら
と
承
諾
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、「
名
義

貸
し
は
犯
罪
な
の
で
キ
ャ

ン
セ
ル
費
用
に
現
金
が
必

要
」
と
言
わ
れ
、
宅
配
便

で
５
０
０
万
円
送
っ
た
。

２
日
後
、
さ
ら
に
１
５
０

万
必
要
と
電
話
が
き
て
不

安
だ
。
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
。現

金
の
受
け
取
り
に
宅
配
便
、

ゆ
う
パ
ッ
ク
で
と
言
っ
て
く
る

A

無
料
調
停
相
談
を
実
施



平成26年４月１日から

年金制度が一部変更になりました

年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当
†76－2151 内線 222、223

障
が
い
者
の
雇
用
に
つ
き
ま
し

て
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
の
施

行
な
ど
を
契
機
と
し
て
社
会
的
理

解
と
関
心
が
高
ま
り
続
け
る
中
、

徐
々
に
進
展
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
一
方
で
道
内
景
気
は
緩
や

か
な
回
復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

求
人
と
求
職
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生

じ
て
い
る
等
の
要
因
に
よ
り
、
依

然
と
し
て
雇
用
環
境
は
厳
し
い
状

況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
北
見
で
は
北
海
道
と
の
共
催
に

よ
り
、
障
が
い
者
と
事
業
主
が
一

堂
に
会
し
た
集
団
お
見
合
い
方
式

に
よ
る
面
接
の
場
を
設
け
、
多
く

の
事
業
主
の
皆
さ
ま
に
ご
理
解
を

い
た
だ
き
障
が
い
者
の
雇
用
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。つ

き
ま
し
て
は
、「
障
が
い
者
雇

用
促
進
フ
ェ
ア
２
０
１
４
」
を
下

記
日
程
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
の

で
、
多
数
の
事
業
主
の
皆
さ
ま
に

ご
参
加
い
た
だ
き
た
く
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。

日
　
時

９
月
26
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
　
所

ホ
テ
ル
黒
部

（
北
見
市
北
７
条
西
１
丁
目
）

２
階
　
冨
士
の
間

問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
北
見
　
専
門
援

助
部
門
（
担
当：

松
井
・
横
関
）

†
０
１
５
７-

23-

６
２
５
１

（
内
線
33
）

預
金
保
険
制
度
と
は
、
金
融
機

関
が
預
金
保
険
料
を
預
金
保
険
機

構
に
支
払
い
、
金
融
機
関
が
破
綻

し
た
場
合
に
、
一
定
額
の
預
金
等

を
保
護
す
る
た
め
の
保
険
制
度
で

す
。預

金
保
険
制
度
の
中
で
は
、
同

制
度
の
対
象
と
な
る
金
融
機
関
、

対
象
と
な
る
預
金
等
と
保
護
の
範

囲
、
同
制
度
で
保
護
さ
れ
て
い
な

い
預
金
等
の
取
扱
い
、
金
融
機
関

が
破
綻
し
た
と
き
の
預
金
保
護
の

仕
組
み
（
保
険
金
支
払
方
式
、
資

金
援
助
方
式
）
な
ど
が
定
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

制
度
概
要
の
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
金
融
庁
及
び

預
金
保
険
機
構
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
預
金
保
険
制
度
に

か
か
る
資
料
を
ご
希
望
の

方
は
、
北
海
道
財
務
局

（
ま
た
は
財
務
事
務
所
・
出
張
所
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
財
務
局
北
見
出
張
所

†
０
１
５
７-

24-

４
１
６
７

近
年
、
８
月
中
旬
頃
に
な
る
と
、

町
内
の
カ
ラ
マ
ツ
林
に
お
い
て
葉

が
枯
れ
た
よ
う
に
見
え
る
状
況
が

見
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
カ
ラ
マ
ツ
ハ
ラ
ア
カ
ハ
バ
チ
」

と
い
う
害
虫
が
葉
を
食
害
し
て
い

る
こ
と
が
原
因
で
あ
り
、
今
年
も

町
内
で
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
害
虫
は
９
月
上
旬
頃
ま
で

活
動
を
行
い
、
土
中
で
越
冬
し
ま

す
。
同
一
林
分
で
は
約
２
〜
３
年

程
度
食
害
が
続
き
、
そ
の
後
沈
静

化
す
る
の
が
普
通
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
地
域
的
に
は
よ
り
長
期

化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

食
害
さ
れ
た
カ
ラ
マ
ツ
は
一
時

的
に
衰
弱
し
ま
す
が
、
害
虫
に
よ

る
被
害
と
し
て
は
葉
を
食
害
す
る

だ
け
で
あ
り
、
普
通
は
木
が
枯
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
人
へ
の
被
害
（
蜂
刺
さ

れ
）、
農
作
物
等
へ
の
被
害
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
林
政
グ
ル
ー
プ
　

†
76-

２
１
５
１(

内
線
２
５
９
）

高齢者・障害者の人権あんしん電話相談

†０５７０－００３－１１０
ゼロゼロみんなのひゃくとおばん

◆火事と救急は119番◆
火事、救急が発生した時には、迷わず119番に通報してくださ

い。119番通報は美幌消防署通信指令室で対応しています。美幌

消防署通信指令室には地図検索装置などを備えており、通報内容

から場所の特定を迅速・確実に行えるようになっています。

通報時にはまず『火事か救急か』を伝え、『住所と氏名』をしっ

かり伝えてください。救急車はもちろ

ん、消防車が必要なときにもいち早く

駆け付けます。

◆９月９日は救急の日◆
平成26年４月１日から｢年金機能強化

法｣が施行されました。

▼繰り下げ請求が遅れた場合でもさか　

のぼって年金を受け取れます

これまでは、老齢年金の受給権を取

得した日から５年を経過した日後に繰

り下げの請求があったときは請求の翌

月から増額された年金が支給されてい

ましたが、改正後は請求が遅れたとき

でも、5年を経過した日の属する月の翌

月から増額された年金が支給されます。

▼障がい年金の額改定請求が１年をま

たずに請求できるようになります

これまでは、障がい基礎年金または

障がい厚生年金を受けている方の障が

いの程度が増進した場合、その前の障

がい状態の確認等から１年の待機期間

を経た後でなければ年金額の改定請求

ができませんでしたが、改正後は省令

に定められた障がいの程度が増進した

ことが明らかである場合には１年を待

たずに請求することができます。

＜東京つべつ会総会のお知らせ＞

日　時　10月26日（日） 午後１時30分から

場　所 東京グリーンパレス（東京都千代田区2番町）

内　容 総会、津別の農産物の試食、抽選会など

申　込 会員の方には案内文書を送付します。

問い合わせ先

東京つべつ会事務局（役場産業振興課内）

† 76-2151 (内線256)

東京つべつ会は、毎年の総会を東京で開催し

ています。この総会には、都内や近郊の千葉、

埼玉、茨城などからも多くの会員が集まり、親

睦を深めています。

現在、会員は401人ですが、より多くの方に参

加していただきたく、新規会員を募集していま

す。兄弟、親戚、知人などで東京近郊に住まわ

れている方がいましたら、ご紹介ください。

私たちは、いつどこで突然『けが』や『病気』

に襲われるか、予測できません。

救急隊が到着するまで何もしなければ、けがや

病気の症状は悪化する一方です。

そばにいるあなたが応急手当を行い、救急隊、医師に引き継ぐ

ことが出来れば、命を救う手助けになります。

現在の応急手当の方法は難しいものではなく、誰でも行えるよ

うに簡素化されています。

津別消防署では、応急手当の講習会を随時実施しています。自

治会、職場などの各種会合で応急手当を学んでみませんか。

問い合わせ先 津別消防署 †76－2189

全国一斉「高齢者・障害者の

人権あんしん相談」強化週間

期　　間 ９月８日（月）から９月14日（日）

受付時間

９月８日から12日：午前８時30分から午後７時まで

９月13日及び14日：午前10時から午後５時まで

※面接による相談については通常どおり

（月曜日から金曜日の午前８時30分～午後５時15分）

相談担当者 釧路人権擁護委員連合会所属の人権擁護

委員及び釧路地方法務局職員

主　　催 法務省及び全国人権擁護委員連合会

問い合わせ先 釧路地方法務局人権擁護課

† 0154－31－5014（直通）

ふるさと納税制度は、「ふるさとを応援した

い」「好きな地域を応援したい」という思いを

かたちにするために、寄附金相当額を所得税

と個人住民税から控除することによって、応

援したい自治体に税金を納めることを可能に

する制度です。

津別町も「ふるさとつべつ応援基金」を創

設し「未来に向けて応援してください！」を

キャッチフレーズに、ホームページでのＰＲ

や東京つべつ会の皆さまから紹介された方々

に対し、パンフレットを送付しています。制

度の趣旨をご理解いただき、知人、友人をご

紹介下さるようお願いします。

障
が
い
者
雇
用
促
進
フ
ェ
ア

２
０
１
４
の
お
知
ら
せ

カ
ラ
マ
ツ
ハ
ラ
ア
カ

ハ
バ
チ
の
発
生
に
つ
い
て

預
金
保
険
制
度
に
つ
い
て

問い合わせ先

総務課・住民企画課　†76－2151

蔵書点検のため図書室を臨時休室します。

なお、９月８日と15日は月曜休室のため、

16日（火）から通常通り開室となります。

９月９日（火）～14日（日）

図書室を臨時休室します

問い合わせ先

中央公民館図書室　† 76－2713

入寮資格 住宅に困窮している65歳以上の

健康な方、他

空　　室　１室

使 用 料 36,000円～43,900円

申し込み期限 ９月19日（金）

申し込み・問い合わせ先

保健福祉課福祉担当　†76－2151

～緑永福祉寮の入寮者募集～

預金保険機構ホームページ
http ://www.d ic .go . jp/


